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●第5回桜の森彫刻コンクール入賞作品決まる
　―この夏、石彫シンポジウム in IKAWAを開催します―
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第５回目の開催を迎えた桜の森彫刻コン第５回目の開催を迎えた桜の森彫刻コン
クールの応募作品をみて、一番に感じることクールの応募作品をみて、一番に感じること
は、今までの彫刻という概念を打破していは、今までの彫刻という概念を打破してい
る作品が多くみられるということ。このコンる作品が多くみられるということ。このコン
クールには新しい立体芸術の第一線に立つ作クールには新しい立体芸術の第一線に立つ作
品群が集い、私も大いに刺激を受けています。品群が集い、私も大いに刺激を受けています。
今までは絵画が芸術の中心と考えられてき今までは絵画が芸術の中心と考えられてき
ましたが、これからは彫刻の時代だとも言わましたが、これからは彫刻の時代だとも言わ
れています。絵画に比べ、空間芸術としてのれています。絵画に比べ、空間芸術としての
彫刻は、その表現手法が無限に広がっており、彫刻は、その表現手法が無限に広がっており、
風で動くものや空洞そのものの形を見せるも風で動くものや空洞そのものの形を見せるも
のなど、その表現の楽しさが広がってきていのなど、その表現の楽しさが広がってきてい
ます。そういった意味でも、審査が非常に難ます。そういった意味でも、審査が非常に難
しかったと思います。しかったと思います。

桜の森彫刻コンクール審査委員長桜の森彫刻コンクール審査委員長
ブリヂストン美術館長ブリヂストン美術館長　　富山 秀男 富山 秀男 氏氏・・談談
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第
五
回
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
は

去
る
五
月
三
十
一
日
、
応
募
が
締
め
切

ら
れ
、
一
八
八
点
の
応
募
に
対
し
て
、

模
型
一
六
八
点
、
写
真
に
よ
る
も
の
が

十
四
点
の
計
一
八
二
点
の
出
品
が
あ
り

ま
し
た
。
県
外
か
ら
の
応
募
が
大
多
数

を
占
め
る
な
か
、
海
外
か
ら
四
点
、
県

内
か
ら
は
二
点
の
出
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

審
査
は
、
六
月
十
九
日
、
二
十
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
、
井
川
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
審

査
員
は
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
長
・
富

山
秀
男
さ
ん
、
秋
田
県
立
近
代
美
術
館

名
誉
館
長
・
田
中
日
佐
夫
さ
ん
、
彫
刻

家
・
堀
川
恭
さ
ん
、
同
じ
く
彫
刻
家
・

峯
田
敏
郎
さ
ん
の
四
氏
。
審
査
の
公
正

を
期
す
た
め
、
応
募
者
の
住
所
・
氏
名

を
伏
せ
、
作
品
受
付
番
号
・
題
名
・
実

制
作
時
の
素
材
や
サ
イ
ズ
を
も
と
に

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査
日
初
日

の
一
次
審
査
で
は
、
審
査
員
一
人
そ

れ
ぞ
れ
が
十
五
点
を
選
び
、
候
補
作
品

四
十
八
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

二
日
目
の
二
次
審
査
で
は
、
候
補

作
品
四
十
八
点
の
中
か
ら
一
人
七
点
を

選
び
出
す
こ
と
と
し
、
計
十
八
点
を
選

出
。
さ
ら
に
各
々
の
作
品
の
制
作
意
図

や
設
置
す
る
場
所
、
素
材
の
バ
ラ
ン
ス

等
が
考
慮
さ
れ
、
八
点
に
絞
り
込
ん
だ

後
、
審
査
員
の
記
名
投
票
に
よ
り
大
賞

一
点
・
優
秀
賞
二
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

入
賞
作
品
、
八
点
決
ま
る

大
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
新
井
浩

さ
ん
（
福
島
県
）
の
「
蝶
が
舞
う
森
」。

優
秀
賞
は
、
松
永
勉
さ
ん
（
徳
島
県
）

の
「
風
景
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
と
楠
央
さ

ん
（
和
歌
山
県
）
の
「
宙
の
華
（
そ
ら

の
は
な
）」。
準
賞
五
点
は
、
木
戸
三
恵

子
さ
ん
（
石
川
県
）
の
「
満
天
の
想
」、

長
沼
克
己
さ
ん
（
岐
阜
県
）
の
「
桜
の

森
の
袋
」、
猪
瀬
昌
延
さ
ん
（
東
京
都
）

の
「
ユ
メ
は
空
を
飛
ぶ
」、
野
間
口
泉

さ
ん
（
鹿
児
島
県
）
の
「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

Ⅱ―

大
空
は
み
ん
な
の
も
の―

」、
新

谷
一
郎
さ
ん
（
埼
玉
県
）
さ
ん
の
「
や

す
ら
ぎ
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◆大賞作品「蝶が舞う森」について

人体の胴の部分を四角の柱で直線的に表現
することによって、少女の表情のやわらかさ
がより優しく感じられる。手の動きにもユー
モアがあり、つい童謡を口ずさんでしまう
ようなメロディーを感じさせる。彫刻にある
重々しい重量感や見る人を圧倒するようなと
ころがなく、かわいらしさと親しみのある作
品で、自然の森の中にたたずむ様子を表現し
た作家の心情がよく表れている。

（堀川恭審査委員・評）

蝶
が
舞
う
森       

新
井 

浩
（
福
島
県
）

人
と
自
然
が
調
和
し
合
う
結
節
点
に
森
の

樹
木
や
風
の
そ
よ
ぎ
、
そ
し
て
そ
こ
に
生
き

る
蝶
を
意
識
し
た
。
二
体
の
女
性
像
に
よ
っ

て
象
徴
化
さ
れ
た
森
の
木
々
や
枝
の
間
を
蝶

が
舞
い
飛
び
、
つ
か
の
間
の
休
息
を
と
る
。

桜
の
森
の
大
気
が
作
品
を
起
点
に
ゆ
る
や

か
に
運
動
を
は
じ
め
、
蝶
が
再
び
大
空
に
舞

い
は
じ
め
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
拡
が
れ
ば

と
願
い
制
作
し
ま
し
た
。

◆大　賞

第
五
回�

桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル�

第
五
回�

桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル�
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◆準　賞

あ
な
た
が
選
ぶ
、
町
民
賞

六
月
二
十
二
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

の
九
日
間
、
井
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
は
応
募
作
品
の
一
般
公
開
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
期
間
中
に
は
準
賞
作

品
五
点
の
中
か
ら
来
場
さ
れ
た
方
々
の
投

票
で
決
ま
る
町
民
賞
の
選
定
も
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
町
民
賞
受
賞
作
品
は
広
報
い
か

わ
八
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
入
賞
し
た
作
者
の
方
々
を
表
彰

す
る
表
彰
式
及
び
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
七
月

十
日
、
井
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
す
。

満天の想

木戸　三恵子さん（石川県）

桜の森の袋

長沼　克己さん（岐阜県）

ユメは空を飛ぶ

猪瀬　昌延さん（東京都）

ＨＩＲＡＩ
―大空はみんなのもの―

野間口　泉さん（鹿児島県）

やすらぎ

新谷　一郎さん（埼玉県）

風
景
の
ハ
ー
モ
ニ
ー 

 

松
永 

勉
さ
ん
（
徳
島
県
）

緑
豊
か
な
自
然
の
中
で
生
命
の
息
吹
を
感
じ

る
よ
う
な
彫
刻
に
し
た
い
。
四
季
の
変
化
が
映

し
出
さ
れ
自
然
と
調
和
し
た
新
し
い
空
間
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

宙
の
華
（
そ
ら
の
は
な
）

楠 

央
さ
ん
（
和
歌
山
県
）

中
空
に
配
し
た
四
十
八
片
の
赤
色
透
明
が
自

然
の
気
流
の
中
で
ど
ん
な
形
を
作
る
の
か
、
風

に
振
り
付
け
を
委
ね
、
そ
の
形
、
色
、
空
間
を

楽
し
む
。
自
然
と
の
共
感
装
置
。

◆
優
秀
賞

・応募した作品は、原則としてお返ししません。
・入賞作品の著作権は町に帰属します。

◇ワークショップ

○石を彫刻してみよう
作家と同じ場所で指導を受けながら柔らかい石
を彫刻してみよう。参加対象は学生・一般大人等
１０人程度とします。
■期　間　７月３１日（土）～８月２０日（金）
■参加料　３，０００円（石代金として）
■申込み　７月２９日（木）まで

○石に色を塗って何かを作ろう
小学生などの子どもを対象とした石彫教室です。
■日　時　８月７日（土）１０：００～

■場　所　日本国花苑チビッコ広場
■参加料　無　料
※参加希望する方は当日、受付しますので時
間までに国花苑へおいでください。

◇シンポジウム閉会式

■日　時　８月２９日（日）１５：00～
■会　場　日本国花苑内
■内　容　除幕式・フォトコンテスト表彰

石彫シンポジウムの問い合わせ・イベントの参
加申込みは、井川町役場 情報課まで

電話０１８（８７４）４４１３



55

■応募〆切　８月２３日（金）
■発　　表　８月２６日（月）
■応募規定　カラープリント（六ツ切り以上）、

ネガ・ポジフイルムどちらでも
可。プロ・アマ問いません。

■応募方法　応募用紙に、題名・住所・年齢・
電話番号等を記入し、プリント
とネガ（ポジ）を添えて（郵送可）

■賞　最優秀賞　１点（賞状、記念品）
 優秀賞 ３点（賞状、記念品）
 佳　作 ５点（賞状、記念品）
・入賞した作品は、町の公共施設等に展示する
ほか、町のＰＲ写真として使用します。

・応募は一人何点でも結構です。（組み写真可）

5

◇彫刻とまちづくりを考えるつどい

■日　時　７月２４日（土）９：３０～
■会　場　井川町農村環境改善センター
○基調講演　『彫刻とまちづくり』
 講師　牛尾 啓三 氏（兵庫県）
○パネルデイスカッション

招待作家３氏、笠原幸生氏（彫刻整備実行
委員）、井川町民によるフリートーキング

◇彫刻制作写真コンテスト

石の彫刻作品の制作風景（原石が作品に仕上がっ
ていく過程の石の表情や作家の表情、周囲の風景
など）の写真を募集します。

荻野 弘一 氏 (Kouichi Ogino)
1954　新潟県生まれ
1991　加茂山彫刻展・佳作賞
1992　木内克大賞野外彫刻展

茨城県立近代美術館賞
1994　神戸須磨離宮公園現代彫刻展

準入選
 播磨新宮石彫シンポジウム参加
1995　十日町石彫シンポジウム参加
1996　神戸具象彫刻大賞展・大賞
2000　越後妻有アートトリエンナーレ

大地の芸術祭（新潟県）
 第１回桜の森彫刻コンクール 大賞
2001　現代日本彫刻展・準入選
※このほかにも多数のコンクール等に出展、
数々の賞を受賞されています。

　

こ
の
夏
、
町
で
は
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
町
が
め
ざ
す〝
う

つ
く
し
い
〞
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
事

業
で
あ
る
日
本
国
花
苑
彫
刻
整
備
の
一
環

と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
、
国
内
の
著
名

な
彫
刻
家
３
氏
を
町
に
迎
え
、
日
本
国
花

苑
内
で
石
彫
公
開
制
作
を
行
な
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
石
彫
作
品
の
公
開
制
作
の

他
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ア
ー
ト
を
通
じ
て
、
作
家
と
町

民
、
ま
た
多
く
の
人
々
と
出
会
い
、
交
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

牛尾啓三・作（1990 年）牛尾啓三・作（1990 年）
第 1 回美浜町国際野外彫刻ビエンナー第 1回美浜町国際野外彫刻ビエンナーレレ

牛尾 啓三 氏 (Keizo Ushio)
1951　兵庫県生まれ
1979　ヘンリームーア大賞展・佳作賞

（箱根彫刻の森）
1988　石の彫刻コンクール・最高賞

（香川県）
1990　東海村ふれあい彫刻展・特別賞
 　三田彫刻コンペテション・大賞
1992　神戸須磨離宮公園現代彫刻展

朝日新聞社賞、市民賞
1993　第 15 回現代日本彫刻展

京都国立近代美術館賞
1998　マーロト・タルシハ国際彫刻

シンポジュウム１等賞（イスラエル）
2001　朝来町野外彫刻展・大賞
※このほかにも多数のコンクール等に出展、
数々の賞を受賞されています。

田中　毅 氏 (Tsuyoshi Tanaka)
1951　宮崎県生まれ
1984　現代のユーモア展

（埼玉県近代美術館）
1985　神戸具象彫刻大賞展・大賞
1988　石のさとフェスティバル展

牟礼町議長賞
1989　横浜彫刻展・入賞
1991　パルタウン具象彫刻公募展 優秀賞
1994　現代日本具象彫刻展・大賞
1997　絵本＆アートどうぶつえん展

（姫路市立美術館）
2000　むし虫ワールド

（群馬県立近代美術館）
2002　日向現代彫刻展・市民大賞
※このほかにも多数のコンクール等に出展、
数々の賞を受賞されています。

「石は大地、地球そのもの。地球の
造形である石を使って、こんなちっ
ぽけな存在の人間がまた何か創ろう
としている。それを仕事としている
自分は幸せだなぁと思いますよ」

（荻野弘一さん・談）

荻野弘一・作（2000 年）荻野弘一・作（2000 年）
第 1 回桜の森彫刻コンクール 大賞第 1 回桜の森彫刻コンクール 大賞
桜の木の下で ―電車ごっこ―桜の木の下で ―電車ごっこ―

　
　

田
中

　
　

田
中  
毅
・
作
（
１
９
９
６
年
）

毅
・
作
（
１
９
９
６
年
）

　
　

〜
仏
法
僧
・
愛
知
県
鳳
来
寺
参
道

　
　

〜
仏
法
僧
・
愛
知
県
鳳
来
寺
参
道

―

　

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い

ア
ー
ト
と
出
会
う
ま
ち
づ
く
り　―

in IKAWA



6

統
一
標
語

「
ふ
れ
あ
い
と 

対
話
が
築
く

明
る
い
社
会
」

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
正
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
、
今
年
で
五
十
四
回

を
数
え
ま
す
。

こ
の
運
動
は
保
護
司
や
更
生
保
護

女
性
会
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、

ま
た
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
防
犯
指

導
員
、
防
犯
協
会
な
ど
多
く
の
方
々

の
協
力
と
活
動
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

第５４回
「社会を明るくする運動」

開催日 活動内容 時　間
７月１日
（木）

さくら駅街頭宣伝 午前７時から

町内巡回・企業訪問 午前９時から

井 川 中 学 校 訪 問 午後３時から

７月１５日
（木）

さくら駅街頭宣伝 午後６時から

ミ ニ 集 会（ 赤 沢 ） 午後７時30分

７月２４日
（土）

アマノ井川店頭宣伝 午後６時から

ミニ集会（新屋敷） 午後７時30分

期間中 夜 間 巡 回 指 導

※皆さんのご理解とご協力をお願いします。

平成平成1616年度年度�平成16年度�

まちづくり懇談会懇談会�
―　総数総数434434人が人が　参加―参加―�

まちづくり懇談会�
―　総数434人が　参加―�

７月は

です

―

懇
談
会
で
の
町
長
あ
い
さ
つ
の
要
旨―

名
称
の
決
定
で
町
村
合
併
が
決
ま
っ
た
と
受

け
止
め
て
い
る
方
も
い
る
と
思
う
が
、
重
要
な

新
町
建
設
計
画
、
財
政
の
見
通
し
、
行
政
機
構

な
ど
の
協
議
は
こ
れ
か
ら
。
合
併
に
は
住
民
一

人
ひ
と
り
の
意
思
が
一
番
大
事
だ
が
、
是
非
を

判
断
す
る
資
料
が
現
在
は
不
足
だ
と
思
う
。
合

併
に
よ
っ
て
人
口
減
や
産
業
振
興
な
ど
の
地
域

課
題
が
解
決
し
た
り
、
財
政
運
営
が
楽
に
な
る

と
も
言
い
切
れ
な
い
。
住
民
負
担
が
増
え
る
ケ
ー

ス
も
出
て
く
る
と
思
う
が
、
そ
う
し
た
点
も
納

得
し
て
の
覚
悟
が
合
併
に
は
必
要
だ
。

町
と
し
て
は
、
こ
の
後
、
良
い
情
報
も
悪
い

情
報
も
す
べ
て
公
開
し
、
判
断
の
材
料
を
提
供

し
て
い
く
。
合
併
す
る
か
、
自
立
す
る
か
、
そ

れ
と
も
五
年
後
、
十
年
後
の
合
併
す
べ
き
時
ま

で
万
全
の
準
備
を
進
め
る
か
、
選
択
肢
は
三
つ

に
一
つ
だ
。
三
位
一
体
改
革
な
ど
議
論
の
最
中

だ
が
、
先
は
見
え
な
い
。
い
ず
れ
自
治
体
の
命

綱
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
減
ぜ
ら
れ
て
ゆ
く
こ

と
は
確
か
で
、
合
併
し
て
も
地
獄
、
し
な
く
て

も
地
獄
だ
。
幸
い
本
町
の
財
務
内
容
は
、
現
在
、

差
し
迫
っ
た
状
況
で
は
な
い
が
、
例
え
町
が
貧

乏
で
も
、
住
民
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
努
力
す

る
の
が
行
政
の
務
め
だ
。
ス
リ
ム
で
効
率
的
な

行
政
展
開
は
合
併
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九
月
ま
で
合
併
す
る
新
町
の
姿
を
示
す
予
定

で
い
る
が
、
重
要
案
件
は
協
議
会
に
提
出
も
さ

れ
て
も
い
な
い
こ
と
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に

は
相
当
厳
し
い
。
多
分
、
新
町
建
設
計
画
の
財

政
的
な
裏
付
け
に
苦
労
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

来
年
三
月
に
は
議
会
の
議
決
が
必
要
だ
が
、
こ

の
ま
ま
問
題
が
先
送
り
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
合

併
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
、
新
町
の
骨
格
が
提

示
さ
れ
れ
ば
、
秋
口
に
は
町
内
ご
と
に
説
明
会

を
開
き
、
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
皆
さ
ん
の

意
思
を
確
認
し
た
い
。

平
成
十
六
年
度
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
、

去
る
六
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
の
実
質
九

日
間
の
日
程
で
全
二
十
九
町
内
会
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
四
三
四
人
。

会
で
は
、
町
か
ら
の
連
絡
が
行
な
わ
れ

た
後
、
町
村
合
併
協
議
の
進
捗
状
況
等
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
も
、

町
村
合
併
に
議
論
が
集
中
し
「
最
終
的
な

意
思
確
認
は
あ
る
の
か
」「
判
断
材
料
が
少

な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
題
に
？

会
で
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

意
見
、
質
問
の
件
数
を
記
録
表
で
拾
っ
て

み
る
と
、
市
町
村
合
併
を
除
い
た
事
項
の

中
で
は
①
ご
み
処
理(

二
四
・
一
％)

、
②

道
路
整
備
に
関
す
る
こ
と（
一
六
・
一
％
）、

③
公
民
館
分
館
整
備
・
管
理
（
八
・
〇
％
）

の
順
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
下
水

道
関
連
、
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
防
除
な
ど
が
話

題
に
あ
が
り
ま
し
た
。

町
村
合
併
は
ど
う
な
っ
て
る
の
？

◆
議
員
の
在
任
特
例
が
決
ま
ら
な
い
よ
う

だ
が
、
町
民
か
ら
見
れ
ば
無
駄
遣
い
を

な
く
す
た
め
に
も
在
任
特
例
は
短
く
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

◆
井
川
町
は
上
下
水
道
な
ど
整
備
さ
れ
医

療
福
祉
も
充
実
し
て
い
る
。
合
併
し
て

も
こ
の
豊
か
な
暮
ら
し
は
維
持
で
き
る

の
か
。
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
も
増
え
て

い
る
。
今
後
の
支
え
方
を
ど
う
す
る
の

か
考
え
て
ほ
し
い
。

◆
自
立
を
目
指
す
た
め
の
財
政
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
示
し
て
ほ
し
い
。

◆
合
併
協
議
会
報
は
専
門
用
語
を
使
い
す

ぎ
て
わ
か
り
づ
ら
い
。

◆
座
談
会
を
開
催
す
る
時
は
、
事
前
に
資

料
を
配
布
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
場

で
配
ら
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
。

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
身
が
は
っ
き
り
し
な

い
。
資
料
を
し
っ
か
り
提
示
し
て
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

◆
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に
出
席
す
る
人
が

少
な
い
。
住
民
全
体
の
何
％
か
。
こ
の

あ
り
方
も
考
え
て
ほ
し
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
意
見
・
質
問
が

だ
さ
れ
ま
し
た
。
町
村
合
併
に
つ
い
て
は

こ
の
後
も
、
合
併
協
議
会
だ
よ
り
や
広
報

「
い
か
わ
」
で
随
時
、
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。
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伊藤 文雄さん
（55 歳・小泉）

昭和５４年消防団員に
任命以来２５年余りに
わたり職務に精励、民
生の安定に尽力されま
した。

三浦　薫さん
（50 歳・田中）

井川町統計調査員とし
て、統計調査に多大な
尽力をされました。

猿田　勇さん
（54 歳・坂本）

昭和５４年消防団員に
任命以来２５年余りに
わたり職務に精励、民
生の安定に尽力されま
した。

伊藤　茂さん
（51 歳・今戸）

井川町統計調査員とし
て、統計調査に多大な
尽力をされました。

伊藤 春雄さん
（55 歳・大倉）

昭和５４年消防団員に
任命以来２５年余りに
わたり職務に精励、民
生の安定に尽力されま
した。

櫻庭 雄一さん
（50 歳・新屋敷）

昭和５４年消防団員に
任命以来２５年余りに
わたり職務に精励、民
生の安定に尽力されま
した。

六
月
一
日
、
井
川
町
功
労
者
表
彰
状
授
与
式
が

井
川
町
役
場
大
会
議
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
消
防
活
動
や
統
計
調
査
活
動

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
で
す
。

◆
井
川
町
功
労
者
表
彰

―

町
功
労
者
に
伊
藤
さ
ん
ら
七
氏―

畠山 俊幸さん
（53 歳・海老沢）

昭和５４年消防団員に
任命以来２５年余りに
わたり職務に精励、民
生の安定に尽力されま
した。

現
代
の
日
本
女
性
の
寿
命
は
八
四
歳

で
世
界
一
。
夫
が
死
亡
し
て
か
ら
五
年

も
生
き
て
い
る
。
そ
れ
が
ど
う
し
た
？

と
言
わ
れ
そ
う
だ
が
、
実
は
、
江
戸

時
代
は
末
子
が
成
人
し
た
直
後
の
平
均

五
六
歳
で
亡
く
な
り
、
夫
よ
り
七
年
も

早
く
先
立
っ
て
い
た
。
大
正
時
代
ま
で

の
間
に
五
〜
六
歳
寿
命
が
延
び
、
横
ば

い
で
推
移
し
た
男
性
と
一
気
に
肩
を
並

べ
る
。
何
故
な
の
か
？

国
土
交
通
省
河
川
局
長
だ
っ
た
竹
村

公
太
郎
さ
ん
の
著
書
「
日
本
文
明
の
謎

を
解
く
」(

清
流
出
版)

の
説
く
こ
と
が

ユ
ニ
ー
ク
で
実
に
お
も
し
ろ
い
。
結
論

は
様
々
の
要
因
が
あ
る
に
し
て
も
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
分
け
て
も
水
道

の
普
及
が
女
性
の
寿
命
を
延
ば
し
た
と

い
う
の
だ
。
水
汲
み
は
過
酷
な
労
働
で

あ
る
。
し
か
も
、
毎
日
、
休
む
こ
と
も

で
き
な
い
。
炊
事
、
洗
濯
の
水
ま
わ
り

に
加
え
、
掃
除
、
縫
い
物
。
止
め
ど
も

な
い
仕
事
の
連
続
だ
っ
た
。
さ
ら
に
出

産
、長
い
育
児
と
い
う
〝
仕
事
〞
も
あ
っ

た
。
生
理
的
能
力
を
超
え
た
労
働
を
強

い
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
男
性
は
農
作

業
や
狩
り
な
ど
野
外
の
仕
事
で
、
危
険

で
腕
力
も
必
要
だ
っ
た
が
、
ヤ
マ
場
が

過
ぎ
れ
ば
休
息
が
あ
っ
た
。
寝
て
、
飲

ん
で
、
お
お
っ
ぴ
ら
に
遊
ん
で
良
い
戦

士
の
休
息
だ
っ
た
。

　

外
国
船
に
水
を
供
給
す
る
こ
と
が
明

治
政
府
の
国
際
公
約
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
他
の
イ
ン
フ
ラ
に
比
べ
、
突
出
し

て
水
道
が
普
及
し
た
。
女
性
を
過
酷
な

重
労
働
か
ら
解
放
し
、
女
性
の
身
体
を

支
え
、
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
と
い
う
。
大
正
時
代
か
ら
現
代
に

か
け
、
女
性
の
寿
命
は
一
段
と
伸
び
た
。

電
化
製
品
な
ど
の
登
場
で
女
性
の
家
事

形
態
は
大
き
く
変
化
し
た
。
昭
和
二
〇

年
代
は
家
事
労
働
時
間
は
十
三
時
間
、

今
で
は
三
〜
四
時
間
に
な
っ
て
い
る
。

女
性
を
様
々
な
労
働
か
ら
解
放
し
、
女

性
に
時
間
を
与
え
た
こ
と
は
疑
い
も
な

い
。野

生
の
動
物
は
繁
殖
期
を
過
ぎ
れ
ば

間
も
な
く
死
ぬ
。
だ
か
ら
老
人
問
題
は

無
い
。
江
戸
時
代
の
女
性
は
ま
さ
に
こ

の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
、
出
産
や
育
児

に
生
涯
の
大
半
を
費
や
し
た
。
現
代
の

女
性
は
五
〇
歳
頃
に
子
ど
も
の
養
育
か

ら
開
放
さ
れ
、
自
由
の
中
で
生
き
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
各
自
の
選
択
で
時
間

の
流
れ
を
楽
し
み
、
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し

む
成
熟
し
た
社
会
に
な
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。
著
者
の
言
わ
ん
と
す
る
と

こ
ろ
は
、
女
性
の
生
命
を
変
え
て
き
た

よ
う
に
、
未
来
の
日
本
人
を
支
え
て
い

く
の
は
社
会
を
下
か
ら
支
え
る
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
ど
う
整
備
し
、
維
持
し
て
い

く
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

公
共
事
業
批
判
へ
の
反
論
と
も
な
っ
て

い
る
。
以
上
、
抜
粋
だ
が
興
味
あ
る
方

は
ご
一
読
を
。
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農
作
物
の
生
育
状
況

今
年
の
春
は
一
時
的
な
低
温
が
あ
っ
た

も
の
の
、
概
ね
好
天
と
高
温
が
続
き
、
活

着
も
良
好
で
、
現
在
の
生
育
は
概
ね
順
調

で
す
。
今
年
は
米
政
策
改
革
の
初
年
度
に

当
た
り
、
今
ま
で
以
上
に
売
れ
る
米
づ
く

り
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
計
画
さ
れ
て
い
る
大
豆
の
団
地

化
面
積
は
約
百
二
十
四
㌶
で
、
昨
年
よ
り

三
十
㌶
余
り
減
少
し
た
も
の
の
、
東
部
圃

場
整
備
地
区
で
も
団
地
化
を
図
る
な
ど
、

町
全
体
に
水
田
農
業
の
確
立
に
向
け
た

動
き
が
あ
り
、
良
質
大
豆
の
生
産
に
向
け

た
適
切
な
管
理
指
導
に
つ
と
め
て
い
き
ま

す
。

町
村
合
併
協
議
の
状
況

本
町
と
五
城
目
町
、
八
郎
潟
町
と
の
合

併
に
つ
い
て
は
、
新
町
の
名
称
を
「
湖
東

町
」、
合
併
期
日
は
平
成
十
七
年
十
月
一

日
、
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任

期
の
取
り
扱
い
は
、
選
挙
に
よ
る
委
員
定

数
十
八
人
、
選
任
に
よ
る
委
員
定
数
六
人

の
二
十
四
人
に
し
、
旧
町
ご
と
に
選
挙
区

を
設
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
計
画
税
を
除
く
地
方
税
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
町
民
税
（
個
人

及
び
法
人
）、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
の
税
率
が
三
町
と
も
同
一
で
、
合
併
し

て
も
税
率
が
高
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
徴
収
方
法
は
、
本
町
の
方
式
に
よ
る

国
民
健
康
保
険
税
を
含
め
た
集
合
徴
収
方

式
で
、
六
月
か
ら
一
月
ま
で
の
八
期
と
す

る
こ
と
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
り
扱

い
は
、
定
数
を
二
十
四
人
、
旧
町
ご
と
の

選
挙
区
は
設
定
し
な
い
こ
と
等
は
確
認
さ

れ
ま
し
た
が
、
在
任
特
例
適
用
期
間
に
つ

い
て
は
提
案
の
一
年
に
対
し
、
住
民
代
表

委
員
の
提
案
が
六
ヶ
月
で
、
さ
ら
に
協
議

を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
職
員
数
や
臨
時
的
任
用
職
員

数
が
多
く
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
こ
と
や
削
減
計
画
が
示
さ
れ
て
い

な
い
等
意
見
が
出
さ
れ
、
組
織
機
構
等
と

併
せ
、
継
続
協
議
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
協
議
の
進
捗
状
況
は
、
当

初
よ
り
相
当
遅
れ
て
お
り
、
一
層
の
努
力

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

第
五
回
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
数
一
八
八
点

去
る
五
月
三
十
一
日
に
応
募
を
締
め
切

り
、
百
八
十
八
点
の
申
し
込
み
が
寄
せ
ら

れ
た
第
五
回
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
で

す
が
、
大
部
分
が
県
外
か
ら
の
応
募
で
あ

り
、
県
内
か
ら
の
応
募
は
二
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。
六
月
十
九
日
・
二
十
日
に
審
査

会
を
開
き
、
賞
を
選
定
。
引
き
続
き
六
月

二
十
二
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
九
日
間
一

般
公
開
す
る
予
定
で
す
。
期
間
中
は
こ
れ

ま
で
同
様
、
来
場
者
の
投
票
に
よ
る
町
民

賞
の
選
定
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

町
発
足
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実

施
を
予
定
し
て
い
る
「
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
展
終
了
後
の
七
月

二
十
日
か
ら
八
月
ま
で
の
約
四
十
日
間
、

日
本
国
花
苑
を
主
会
場
に
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。
国
内
の
著
名
な
石
彫
作
家
を
招

き
、
作
品
の
制
作
過
程
を
公
開
し
な
が
ら
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
彫
刻
と
ま
ち
づ
く

り
を
テ
ー
マ
と
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
等
を
開
催
す
る
計
画
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

参
加
町
民　

四
三
四
人

六
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
の
実
質
九
日

間
、
四
班
編
成
に
よ
り
全
町
内
会
で
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
で

は
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
、
合
併
に

対
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
協
議
の
進
捗
状

況
、
合
併
に
関
す
る
情
報
提
供
の
あ
り
方

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
コ
ス
ト
削

減
が
図
ら
れ
る
か
、
合
併
メ
リ
ッ
ト
を
明

確
に
し
て
ほ
し
い
等
の
慎
重
論
や
現
在
の

サ
ー
ビ
ス
が
継
続
さ
れ
る
か
、
組
織
機
構

に
対
す
る
懸
念
等
の
不
安
論
、
自
立
を
め

ざ
す
べ
き
で
は
な
い
か
等
の
反
対
論
ま
で

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
じ
て
若
年
層
や
婦
人
の
参
加
が
少
な

く
、
今
後
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、再
度
、説
明
会
の
開
催
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
で
意
見
、
意
向
の
収
集
に
つ

と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

出
席
者
数
は
四
百
三
十
四
人
で
し
た
。

一
般
廃
棄
物
広
域
処
理
の
取
組
状
況

先
の
三
月
定
例
議
会
で
、
若
美
町
二
ッ

森
地
区
へ
の
建
設
に
つ
い
て
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
旨
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
で

行
政
報
告
要
旨

六
月
定
例
町
議
会
が
六
月
十
四
日
・
十
五
日

の
二
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長

の
行
政
報
告
、
四
議
員
か
ら
の
一
般
質
問
が
行

な
わ
れ
た
後
、
上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審

議
が
行
な
わ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
八

議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
、
閉
会

し
ま
し
た
。
行
政
報
告
の
要
旨
、
可
決
さ
れ
た

主
な
議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議　　�
　　会�
議　　�
　　会�

６月定例会�
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す
が
、
そ
の
後
、
若
美
町
福
野
地
区
と
の

協
議
に
よ
り
、
建
設
同
意
お
よ
び
用
地
購

入
に
つ
い
て
承
諾
を
得
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
道
路
を
挟
ん
で
隣
接
し
て

い
る
男
鹿
市
中
石
の
自
治
会
お
よ
び
果
樹

生
産
組
合
か
ら
反
対
の
意
向
が
示
さ
れ
た

た
め
、
同
地
域
に
対
し
て
説
明
会
を
開
催

し
、
理
解
を
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

果
樹
生
産
組
合
と
し
て
は
、
施
設
の
安

全
性
に
つ
い
て
は
充
分
理
解
で
き
る
も
の

の
、
施
設
建
設
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

に
大
き
な
不
安
を
も
っ
て
い
る
こ
と
と
、

今
後
も
自
然
豊
か
な
場
所
で
梨
を
生
産
し

た
い
と
い
う
思
い
が
極
め
て
強
い
こ
と
等

確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
た
な
建

設
予
定
地
を
模
索
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

町
診
療
所
刈
田
宏
作
名
誉
所
長
退
職

井
川
町
診
療
所
名
誉
所
長
で
あ
る
刈
田

先
生
は
、
五
月
十
日
、
血
圧
が
急
激
に
上

昇
し
、
秋
田
赤
十
字
病
院
に
入
院
。
本
人

か
ら
検
査
や
治
療
に
専
念
し
た
く
退
職
し

た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、
退
職
の
意
思

が
堅
い
と
判
断
し
、
退
職
願
を
受
理
い
た

し
ま
し
た
。

現
在
は
、
血
圧
も
一
三
〇
程
度
に
下
が

り
、
健
康
体
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
機
会
に
腰
等
の
検
査
も
受
け
た
い
と

の
意
向
で
あ
る
た
め
、
退
院
に
は
今
少
し

時
間
を
要
す
る
状
況
で
す
。

循
環
器
健
診　

受
診
率
八
二
・
六
％

循
環
器
健
診
は
五
月
二
十
六
日
か
ら
六

月
三
日
ま
で
の
実
質
八
日
間
の
日
程
で
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
実

施
し
ま
し
た
。
受
診
者
総
数
は
一
五
七
一

名
（
前
年
度
一
五
七
五
名
）
で
受
診
率
は

八
二
・
六
％
で
し
た
。

受
診
者
へ
の
結
果
通
知
と
健
診
結
果
説

明
は
、
七
月
中
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
で
す

平
成
十
六
年
八
月
三
十
一
日
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

伊
藤
満
洲
雄
氏
（
街
道
）
が
新
し
く
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

井
川
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

佐
藤　

秀
弘
さ
ん
（
小
泉
）

伊
藤
典
美
子
さ
ん
（
今
戸
）

伊
藤
満
洲
雄
さ
ん
（
街
道
）

の
三
氏
と
な
り
ま
す
。

伊藤満洲雄さん
（街道・64 歳）

平
成
十
五
年
度
町
税
等
の
収
納
状
況

町
民
税
の
収
納
率
は
、
現
年
度
分

九
九
・
五
七
％
、
固
定
資
産
税
は
現
年
度

分
九
九
・
一
八
％
、
軽
自
動
車
税
は
現
年

度
分
九
九
・
二
九
％
と
な
り
、
三
税
の
全

体
で
は
現
年
度
分
九
九
・
二
九
％
、
滞

納
繰
越
分
を
含
め
る
と
九
五
・
二
七
％
と

な
り
、
前
年
度
比
較
で
は
現
年
度
分
で

○
・
一
三
％
の
増
、
滞
納
繰
越
分
を
含
め

る
と
○
・
四
一
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

国
保
税
は
、
現
年
度
分
九
六
・
三
三
％
、

滞
納
繰
越
分
を
含
め
る
と
八
二
・
九
九
％

と
な
り
、
前
年
度
比
較
で
は
現
年
度
分
で

○
・
五
七
％
の
増
、
滞
納
繰
越
分
を
含
め

る
と
○
・
一
七
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
は
、
納
税
者
の
実
情
に

添
っ
た
納
付
計
画
書
の
提
出
を
求
め
な
が

ら
、
計
画
的
訪
問
徴
収
を
強
化
し
、
新
規

滞
納
者
の
な
い
よ
う
綿
密
な
納
付
指
導
を

行
い
、
徴
収
率
の
向
上
に
つ
と
め
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
決
算
見
込
み

一
般
会
計
の
決
算
見
込
み
は
予
算
額

三
一
億
三
一
六
〇
万
円
に
対
し
、
歳
入
総

額
三
二
億
〇
〇
四
八
万
八
千
円
、
歳
出
総

額
三
〇
億
五
五
五
七
万
二
千
円
で
、
歳
入

歳
出
差
引
額
は
一
億
四
四
九
一
万
六
千
円

の
黒
字
と
な
る
見
込
み
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
歳

入
歳
出
差
引
額
は
一
億
一
八
六
〇
万
九
千

円
の
黒
字
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の

歳
入
歳
出
差
引
額
は
二
二
〇
五
万
四
千
円

の
黒
字
と
な
る
見
込
み
、
国
民
健
康
保
険

井
川
町
診
療
所
特
別
会
計
は
歳
入
歳
出
額

と
も
一
億
八
七
六
四
万
六
千
円
、
老
人
保

健
特
別
会
計
は
歳
入
歳
出
額
と
も
七
億
六

〇
三
〇
万
九
千
円
。
下
水
道
事
業
特
別
会

計
は
予
算
額
二
億
一
七
二
五
万
九
千
円
に

対
し
、
五
万
九
千
円
の
黒
字
。
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
は
歳
入
歳
出
額
と
も

七
億
六
〇
三
〇
万
九
千
円
と
な
り
ま
す
。

■一般会計に2,760万円を追加し、予算総
額を29億 9,260万円としました。

補正予算の主なものは、
◇名誉町民に関する報償費等 104万円
◇睡眠に関する地域保健活動事業費 150万円
◇堆肥処理施設緊急整備事業費 140万円
◇幼児児童生徒生活サポート事業費 132万円
◇街道分館建設事業費 1,952万円
■老人保健特別会計に415万円を追加し、
予算総額を7億 4,199万円としました。

■住民の健康保持増進と町勢発展にご尽力
された井川町診療所名誉所長・刈田宏作
氏に井川町名誉町民の称号を贈ることと
しました。
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井川町助役  井川町助役  鈴鈴
すずきすずき

木木  峰峰
みねはるみねはる

晴晴  氏氏
昭和１８年８月１５日生・秋田市在住昭和１８年８月１５日生・秋田市在住

【経歴】
　昭和３８年３月　秋田高等学校卒業
　　民間企業等勤務後
　昭和４６年４月　秋田県職員 (事務吏員 )

開発局、東京事務所、大曲保健所、交通政
策課、工業振興課、国際交流課等を経て

　平成　８　年４月　秋田地方部副部長
　平成　９　年４月　企画調整部調整主幹
　平成１０年４月　土木部課長待遇

(社 )建設技術センター常務理事兼事務局長
　平成１２年４月　教育庁総務課長
　平成１３年４月　鹿角地方部長
　平成１５年４月　仙北地域振興局長
　平成１６年３月　秋田県庁を定年退職

◆
普
通
徴
収
の
方
に
は
、
ま
も
な
く
納
付
書
が
配
付
さ
れ
ま
す
。

　

納
期
ご
と
に
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
か
、
口
座
振
替
に

よ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
納
期
は
７
月
〜
12
月
の
６
期
で
す
）

◆
普
通
徴
収
の
方
の
保
険
料
納
付
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

■
お
問
い
合
せ

役
場
健
康
課　

有
線
４
４
３
２

生活保護を�
うけている�

老齢基礎年金を�
うけている�

世帯内に住民税を�
納めている人がいる�

前年度所得の合計金額�
が250万円以上ある�

住民税を�
納めている�

第1段階�段階�

対
象
者�

納
付
額�

生活保護受給者�
老齢福祉年金受給�
者で住民税非課税�
世帯　　　　　　�

第2段階�

住民税非課税世帯�

第3段階�

本人住民税非課税�

第4段階�

本人住民税非課税�
　合計所得250万　�（円未満　　　　）�

本人住民税非課税�
　合計所得250万　�（円以上　　　　）�

第5段階�

21,000円�31,500円�42,000円�52,500円�63,000円�

はい�

はい� はい� はい�いいえ�いいえ�

いいえ�

いいえ�

いいえ� はい�

保険料の算定に関する基準�
（１人あたり年額）�

普通徴収の方�
(納付書で納める人)

●老齢(退職)年金が年額18万円未満の人�
●老齢福祉年金、障害年金、遺族年金のみ受給している人�
●年度の途中で65歳になった人、他の市町村から転入してきた人�
●年度の途中で所得段階が変更になった人　　　　　など�

65
歳
以
上
の
方
へ

の
お
知
ら
せ

―
六
月
定
例
議
会
で
選
任
さ
れ
た
、
鈴
木

峰
晴
助
役
の
就
任
の
あ
い
さ
つ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

こ
の
た
び
井
川
町
の
助
役
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
鈴
木
と
申
し
ま
す
。
出
身
は
秋
田

市
で
、
今
年
の
３
月
に
県
庁
を
定
年
退
職

し
市
内
に
あ
る
団
体
に
勤
務
し
て
お
り
ま

し
た
。
井
川
町
に
は
県
職
員
時
代
に
仕
事

で
何
度
か
お
邪
魔
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

度
は
井
川
町
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
町
の
こ
と
に
つ
い
て
大
至
急
い
ろ

い
ろ
勉
強
し
、
一
日
も
早
く
、
お
役
に
た

て
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
町
民
の

み
な
さ
ま
か
ら
ご
教
示
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
は
、
国
や
県
、
市
町
村
は

い
ず
れ
も
財
政
問
題
を
は
じ
め
共
通
の
難

題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
市
町
村
は
合

併
問
題
も
大
き
な
課
題
で
す
。
国
は
、
合

併
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
背
景

と
し
て
、
財
政
状
況
の
悪
化
や
、
過
疎
、

少
子
高
齢
化
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
、

解
決
策
と
し
て
、
市
町
村
の
独
立
性
、
独

自
性
を
高
め
、
よ
り
広
域
的
で
、
効
率
的
、

柔
軟
な
行
政
運
営
が
出
来
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
合
併
が
有
効
で
あ
る
と
そ
の
必

要
性
を
説
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
推
進
策
政
策
に
対
し
て
は
も

ち
ろ
ん
賛
否
両
論
が
あ
り
ま
す
し
、
個
別

の
合
併
論
議
に
つ
い
て
も
各
地
で
賛
否
両

論
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
は
、
国
の
言
う

建
前
論
を
そ
の
ま
ま
全
て
受
け
入
れ
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
合
併
し
た

か
ら
と
言
っ
て
、
合
併
論
議
の
背
景
の
状

況
が
改
善
さ
れ
た
り
、
課
題
が
解
決
す
る

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言

っ
て
合
併
し
な
い
方
が
改
善
、
解
決
し
易

い
と
も
思
え
ま
せ
ん
。

今
、
市
町
村
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
は
、

合
併
を
選
択
し
て
も
し
な
く
と
も
、
満
点

を
取
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
う
の
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
今
合
併
す
る
か
ど
う

か
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
来
て
お
り
、
様
々
な
課
題
は

ど
ち
ら
の
選
択
を
し
た
に
し
て
も
、
そ
の

後
、
解
決
の
た
め
の
努
力
を
継
続
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、

行
政
と
地
域
住
民
と
の
か
か
わ
り
や
役
割

分
担
、
権
利
や
義
務
、
受
益
と
負
担
な
ど

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
好
機
と
と
ら
え
、

町
内
各
階
、
各
層
の
方
々
の
間
で
論
議
が

活
発
に
行
わ
れ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
新
し

い
地
域
づ
く
り
に
必
ず
や
生
か
さ
れ
て
い

く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

私
も
み
な
さ
ん
と
共
に
考
え
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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街 のいい顔　み～つけた！

いろんな世界が待ってるヨ！
公民館図書室

＊今月は日常生活に役立つとっておきの本を紹介します＊

まずこのセリフを口に出せ !! ビジネス ハンドブック
齋藤　孝／講談社

　まずは、自分の構えを整えるために、気合いの入るセリフを
口にしてみよう。自分で口にすると責任も生まれるし、意外に
その気にもなる……（プロローグより抜粋）

マンガで覚える茶の湯入門 細谷ふみ子／金園社
　初めて茶の湯に親しむ方のために、茶室の様子から 道具の紹
介、茶会のあらましなど、写真とマンガでやさしく解説。
　ポイントとコツをこの一冊で学べます。

オーブントースターかんたん手作りお菓子
村上由美子／西東社

　皆さんもご家庭のオーブントースターでおいしいお菓子を
作ってみてください !!

１Μウォーキング・ダイエット デューク更家／講談社
　自分でもできそうなウォーキングを１日１種類、1ｍでもい
いから毎日続けられれば確実に体は締まります（本文より）     
                               

５分間活脳法　誰でもできる頭の鍛え方
川島　隆太／大和書房

　脳はいくつになっても鍛えられる！
　頭がよくなる“脳”活性化トレーニング !!

町民体育大会

「大会テーマ」募集！
　教育委員会では、８月22日開催の第43回

町民体育大会のテーマを募集しています。

■応募要項

　☆テーマの字数　20字以内

　☆内　容

大会趣旨「町民相互の親睦と融和を図り、

スポーツレクリエーションを通して健康

で明るく楽しいまちづくりをめざす」に

そったもの。

　☆応募方法

公民館、体育館に備え付けの応募用紙に

記入し、公民館、体育館に提出する。

　☆応募締切　平成16年７月16日（金）

　☆　　賞　　　選考委員会で審査し、最優秀賞

１点、優秀賞２点を選出し、体

育大会の開会式で表彰します。

公民館町民ギャラリー

日本国花苑の桜を描く展
7/12 ～ 8/10

と　き　　８月１日（日）　 ８：３０～
会　場　　町　民　体　育　館
内　容　　ド ッ ジ ボ ー ル 大 会
出　店　　（金魚すくい、ポップコーン、綿菓子、アイス他
主　催　　井川町公民館・井川町子ども会育成連絡協議会

７
月
の
公
民
館
活
動
�

教室・講座�

いかわキッズ・クラブ�
�

和太鼓サークル�

三町合同キャンプ�

英　会　話　教　室�

教室・講座�

３　Ｂ　体　操　講　座�

絵　手　紙　講　座�

井川高齢大学・大学院�

いきいき女性セミナー�

手　話　講　座�

お　茶　を　楽　し　む�

開催日� 備　　　考�

ホ　タ　ル　観　察　会�

県立博物館見学�

会場　公　民　館�

大森山少年自然の家�

会場　公　民　館�

3日（土）�

17日（土）�

24日（土）�

27日（火）～29日（木）�

6日、13日、20日（火）�

開催日� 備　　　考�

会場　公　民　館　等�

会場　公　民　館�

課題別学習　他�

町　探　訪　　外�

会場　公　民　館�

会場　公　民　館�

7日、21日（水）�

15日（木）�

16日（金）�

14日（水）�

6日、20日（火）�

27日（火）�

全町子ども大会・子ども夏祭り 歴史民俗資料館

秋田書画百人展（鎌田研造氏所蔵絵画展）

７月の展示

7/5 ～ 8/31

絵画グループ
「虹」
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6/12
笑顔でゴール８０の力
～桐ヶ丘療護園運動会～

晴天に恵まれたこの日、第１９回目を数え
る桐ヶ丘療護園運動会が園庭で行なわれま
した。施設利用者やその家族の方々、井川小
学校福祉クラブのほか多数のボランティアス
タッフが参加。ウルトラクイズやパン食い競
争など趣向をこらした競技種目に参加者や応
援席からは大歓声が起こり、笑顔の絶えない
一日となりました。

わくわく体験！地域の子どもたち

今戸児童館とコミュニティセンター（葹田）
から行事活動の写真提供をいただきましたの
で、ご紹介します。地域の子どもたちが参加
した「とうふ作り」、「さつまいも・えだ豆の
苗植え」活動でした。子どもたちの笑顔のワ
ンショットをご覧ください。

焼山へ町民登山
～参加者 35 人～

　この日、井川町公民館・山岳会主催の焼山
（標高 1366ｍ）への町民登山が行なわれま
した。コースは後生掛から玉川までのトレッ
キングコース。初心者でも歩きやすいコース
で、小学生から 70代の方までの３５人が参
加しました。当日は終始、雨に見舞われるあ
いにくの天候でしたが、山頂の火口付近の壮
大な景色に参加者から思わずため息が。この
後、玉川温泉で１日の疲れを流しました。

５月２９日、今戸児童館で行われた
「とうふ作り・おからコロッケづくり」
の１シーンです。子どもたちは自分た
ちが作った手作りとうふに大満足の一
日でした。参加児童１７人。

６月１２日、コミュニティーセンター
で行われた「さつまいも・えだ豆苗植
え」の様子です。好天に恵まれたこの日、
参加した子どもたちは、植えた苗に自
分の名前札を立て、秋の収穫が楽しみ
とのことでした。参加児童２０人。

6/26
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健全育成サポートチーム発足式

この日、町環境改善センターで、青少年サ
ポートチーム「井川さくら」発足式が行なわれ
ました。これは、次代を担う少年達の非行防止
と健全育成を目的とした、地域に根ざした活動
を推進していこうと、少年警察ボランティア（少
年警察補助員、少年保護育成委員）等が構成員
となった組織です。冒頭、五城目警察署長から
青少年育成施策大綱の要旨を含めたあいさつの
後、会員一人ひとりに委嘱状交付、会を代表し
て北嶋満雄さん（街道）が決意表明を読みあげ
ました。
構成員は次の方々です。
北嶋満雄さん（街道）、斎藤一男さん（仲台）
佐藤秀弘さん（小泉）、菅生善作さん（井内）
鎌田千津子さん（小今戸）、藤田多鶴子（坂本）
アドバイザー：井川町教育長、井川中学校長、
井川小学校長・こどもセンター園長

香り漂う、花の饗宴
～日本国花苑バラ園～

国花苑のバラ園が見頃を迎えました。園内
に漂う甘い香りと紅、ピンク、黄、白…、鮮
やかに咲き競うバラの饗宴。今年は剪定作業
などの手入れも十分に行き届き、春先からの
好天にも恵まれ、例年以上の鮮やかさとのこ
と。バラ園開園中は連日多くの人が訪れ、カ
メラを手にする方、香りを楽しむ方など思い
思いに花を楽しんでいました。
バラ園は６月末に閉園し、花を休ませ、秋
咲きの頃の開園に備えます。

スポーツ
の

結果です

6/11

第８回わんぱく相撲 秋田ブロック大会
～県立武道館 屋内相撲場～

５年の部　中央地区 第３位　伊藤 功隆

６年の部　秋　田　県 第１位　安田　鯨（全国大会出場）

南秋田郡中学校総合体育大会

【卓　球】

団体　第３位　井川中学校

個人　第２位　安田　翌香（全県大会出場）

　　　ベスト８　小林美保子（全県大会出場）

【バスケットボール】

男子　第２位　井川中学校

女子　優　勝　井川中学校（全県大会出場）

【柔道・男子】

団体　第３位　井川中学校

個人　２年４８kg 級　１位　伊藤  優

　　　　　　　〃　　　２位　菅生 貴志

　　　２年５５kg 級　３位　鈴木 雄大

　　　２年６０kg 級　３位　湊　倫成

　　　２年７３kg 級　１位　工藤 大地（1年）

　　　　　　　〃　　　２位　伊藤 優佑（1年）

　　　３年６０kg 級　３位　石井 雄貴

　　　３年８１kg 級　１位　石井 裕人（2年）

　　　３年９０kg 級　３位　小林 将平（2年）

（個人・県大会出場　石井裕人）

【柔道・女子】

団体　優　勝　井川中学校（全県大会出場）

個人　４８kg 級　３位　畠山　陽子
　　　５２kg 級　３位　三戸　春奈
　　　６３kg 級　２位　石山みさと
　　　７０kg 超級　１位　椎名　香純
（個人・県大会出場
椎名香純、畠山陽子、石山みさと、三戸春奈 )

6/ ６

6/19・20
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乳
幼
児
夜
間
ホ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル

子
育
て
で
心
配
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
子
ど
も
が
む
ず
か
っ
て
不

安
に
な
る
夕
方
や
寝
静
ま
っ
た
夜
間

に
か
け
て
、
乳
幼
児
の
育
児
や
健
康

な
ど
の
悩
み
を
、
看
護
士
や
保
育
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

□
受
付
時
間

午
後
五
時
〜
午
後
十
一
時

□
電
話
番
号

０
１
８(

８
８
４)

１
７
６
１

※
相
談
は
秋
田
赤
十
字
乳
児
院
が
行

な
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

秋
田
県
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

電
話
０
１
８
（
８
６
０
）
１
３
４
４

ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
検
査
を

実
施
し
ま
す

保
健
所
で
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル

ス
検
査
・
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
検
査
ま
た
は

Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
・
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｃ
Ｖ

抗
体
検
査
か
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
、
ま

た
そ
の
両
方
を
選
ん
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る

方
は
秋
田
中
央
保
健
所
ま
で
お
申
込

く
だ
さ
い
。

検
査
は
電
話
な
ど
に
よ
る
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は
、

秋
田
中
央
保
健
所
ま
で

電
話
０
１
８
（
８
５
５
）
５
１
７
０

Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査

「
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
検
査
」

検
査
料
金　

一
、
一
二
〇
円

Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
の
抗
体
が

血
液
中
に
あ
る
か
な
い
か
を
調
べ
ま

す
。
陽
性
の
場
合
は
、
現
在
Ｃ
型
肝

炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
状
態
、

も
し
く
は
過
去
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル

ス
に
感
染
し
た
が
、
す
で
に
治
っ
て

い
る
状
態
の
い
ず
れ
か
で
す
。
測
定

値
に
よ
り
「
高
力
価
」「
中
力
価
」「
低

力
価
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査

「
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
」

検
査
料
金　
　
　

二
七
〇
円

血
液
中
に
Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
が

あ
る
か
無
い
か
を
調
べ
ま
す
。

※
検
査
結
果
は
一
週
間
ほ
ど
で
わ
か

り
ま
す
。
検
査
結
果
は
郵
送
も
し

く
は
保
健
所
健
康
相
談
で
直
接
聞

く
方
法
の
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

区　　分� 対　　象　　者�

乳　幼　児�

母子・父子�
家庭の児童�

重　度　心　身�
障害（児）者�

高　齢　身　体�
障　害　者�

０歳児～小学校就学前�
（6歳の誕生日後の3月３１日まで）�

18歳未満の児童�

身障手帳１～３級または�
療育手帳（A）の所有者�

65歳以上で身障手帳�
４～６級所有者�

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す�

福
祉
医
療
制
度
と
は
、
乳
幼
児
、

母
子
・
父
子
の
児
童
生
徒
、
高
齢

身
体
障
害
者
、重
度
心
身
障
害(

児)

者
に
対
し
、
医
療
費
を
助
成
し
て

心
身
の
健
康
維
持
や
生
活
の
安
定
を

図
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

福
祉
医
療
の
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す

現
在
、
福
祉
医
療
費
を
受
給
し
て

い
る
人
で
更
新
の
必
要
な
方
に
は
通

知
し
ま
す
の
で
、
更
新
手
続
き
を
お

忘
れ
な
く
。

□
受
付
日
時
・
会
場

①
七
月
二
十
八
日
（
水
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

（
葹
田
）

②
七
月
二
十
九
日
（
木
）

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間
は
両
日
と
も
、
午
前
九
時
〜

午
後
四
時
ま
で

□
持
参
す
る
も
の

申
請
書
、
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
福
祉
医
療
受

給
者
証
（
昨
年
交
付
さ
れ
た
も
の
）

□
問
い
合
わ
せ

井
川
町
役
場
健
康
課
ま
で

有
線
４
４
３
２

電
話
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
７

福
祉
医
療

福
祉
医
療�

福
祉
医
療�

○福祉医療対象者
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胃部集団検診を次の日程で実施します。
最近では、がんを早期に発見することに

より、その後の効果的な治療で高い確率で
の治癒が可能となっています。年一回は、
がん検診を受け、自分の健康の状態を確認
しましょう。

受付時間　午前５時30分～午前８時まで

ただし、

大台町内 午前 5時 30分～午前 6時 30分

仲台町内 午前 7時～午前 8時となります。

実施日 対象町内 会場

７／ ６（火）
大　台 大台生活改善センター
仲　台 仲台分館

７／ ７（水）井　内 井内児童館
７／ ８（木）寺沢・大麦・葹田・館岡 コミュニティセンター
７／ ９（金）赤沢・綱木沢 赤沢分館
７／１２（月）小泉・宇治木 泉岳地区集会所
７／１３（火）新　間 新間児童館
７／１４（水）八幡･大倉･保野子･横岡 町民体育館
７／１５（木）坂本・大野地・上村 町民体育館
７／１６（金）海老沢 海老沢分館
７／２０（火）今　戸 今戸コミュニティセンター
７／２１（水）小今戸 小今戸分館
７／２２（木）新屋敷・さくら 新屋敷分館
７／２３（金）羽　立 浜井川地区集会所
７／２６（月）街　道 健康センター
７／２７（火）田中・中下村・小竹花 健康センター

★国保の保険証★

保険証は（国民健康保険被保険者証）
は国保の被保険者であるという証明書で
あると同時に、お医者さんにかかるとき
の受診券の役割を果たすものです。取り
扱いには大切にしましょう。

―保険証の取り扱い―
①内容に誤りがないか確かめましょう
②紛失したときは国保の窓口で再交付を
受けましょう

③必ず手元に保管しましょう
④資格が無くなったらすぐ国保へ返しま
しょう

⑤有効期間の過ぎた保険証は使えませ
ん。国保から新しい保険証が交付され
ます。出産・死亡・職場の健康保険へ
の加入などで家族の異動があったとき
は国保窓口で訂正してもらいましょう

□７０～７４歳の人は
高齢者受給者証が交付されます。

（昭和７年１０月１日以降に生まれた人）
町から高齢者受給者証が交付されます。

医療機関では、患者の負担割合（１割ま

たは２割）をこの高齢者受給者証で確認

するものです。大切に保管しましょう。

□もう一枚の保険証
修学のため、あるいは出稼ぎや長期旅行

などのため必要なときは、もう一枚の保

険証を発行することができます。

国民健康保険に関することは

井川町役場健康課 国保担当まで
電話 018（874）4417　有線 4412

　
『
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
）
有
料

サ
イ
ト
や
金
融
機
関
な
ど
の
未
納
料

金
の
債
権
譲
渡
を
受
け
た
の
で
連
絡
い

た
だ
き
た
い
。
期
限
ま
で
連
絡
な
き
場

合
、
自
宅
に
直
接
回
収
に
伺
う
。
不
在

の
場
合
は
調
査
し
、
給
料
差
し
押
さ
え

を
す
る
…
』
と
利
用
し
た
覚
え
の
な
い

ハ
ガ
キ
や
封
書
、
携
帯
電
話
、
メ
ー
ル

が
届
く
と
い
っ
た
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。
最
近
は
弁
護
士
事
務
所
を
名
乗
る

悪
質
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悪
質
な
業
者
に
よ
る

根
拠
の
な
い
も
の
に
は
一
切
連
絡
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
一
番
で

す
。
い
た
ず
ら
に
連
絡
す
る
と
さ
ら
に

別
の
業
者
を
名
乗
り
、
架
空
請
求
を
迫

ら
れ
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
危
険
性

も
あ
り
ま
す
。
身
に
覚
え
の
な
い
請
求

に
は
、
整
然
と
無
視
を
し
ま
し
ょ
う
。

業
者
か
ら
し
つ
こ
く
連
絡
が
く
る
、

悪
質
な
い
や
が
ら
せ
を
受
け
て
い
る
と

い
っ
た
困
り
ご
と
が
あ
る
と
き
に
は
、

県
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
い
た
だ

く
か
、
警
察
署
に
届
け
出
く
だ
さ
い
。

秋
田
県
生
活
セ
ン
タ
ー

電
話
０
１
８
（
８
３
５
）
０
９
９
９

胃
が
ん

胃
が
ん
検
診
検
診�

胃
が
ん
検
診�
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井川町役場　0018-874-4411
ＵＲＬ http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp

Ａターン就職応援します！！
ふるさと就職相談会を開催します
ハローワーク秋田では、Ａターン

就職希望者（秋田での就職を希望す

る県外在住者）と地元企業が直接面

談できる「ふるさと就職相談会」を

開催します。夏期休暇等で帰省され

る方々の多数の参加をお待ちしてお

ります。また地元企業の参加申し込

みもお待ちしております。

■日時　８月１２日�・１３日�

８月１６日�

午前10時～12時､午後1時～3時

■場所　ハローワーク秋田

問い合わせは、

ハローワーク秋田Ａターン担当まで

電話０１８（８６４）４１１１

「Ａターン相談窓口｣開設します

ハローワーク秋田では、竿灯期間

に合わせた８月４日～６日にも「Ａ

ターン相談窓口」を開設し、Ａター

ンの相談・情報提供を行ないます。

秋田県国保連・職員採用

秋田県国民健康保険団体連合会では

職員採用試験を実施します。業務の内

容は国保診療報酬審査支払事務です。

■採用予定人員　上級　若干名

■受験資格

(1)昭和50年4月2日から昭和58年4月

1日までに生まれた方

(2)昭和58年4月2日以降に生まれた方

で大学卒または平成17年3月卒業

見込みの方

■試験内容

第１次試験（筆記試験）

第２次試験（口述試験・作文）

■受付期間

７月２８日�～８月１９日�

■試験日時　９月１９日�

受験申込用紙の請求先は、

秋田県国民健康保険団体連合会まで

電話０１８（８６２）６８６４

子育てサポーター養成講習会

子育てサポーターとは、子育て中の

親が所用などで一時的に子どもを預

かってほしいときに、引き受け手と

なる保育の基本知識をもった「保育

ボランティア」です。

育児に対する負担感を緩和し、地域

全体で子育てをしていく環境づくり

を目的に、地域で活動する子育てサ

ポーターを養成します。

■開催場所・日時

秋田市会場:中央シルバーエリア

７月２７日�～８月１１日�まで

の間の６日間

■定　員　３０人程度

■受講料　テキスト代として2000円

申込期限は、７月１５日�まで

申込み・問い合わせは、

　みらい子育てネットあきた

　（秋田県子育て支援課内）

電話０１８（８６０）１３４３

平成16年度秋田県介護支援専門員
実務研修受講試験

介護支援専門員は介護保険制度のも

とで要介護者の相談に応じ、サービス

提供者との連絡調整や、居宅サービス

計画（ケアプラン）の作成などの役割

を担います。この試験は介護支援専門

員を養成するための実務研修を実施す

るにあたり、事前に必要な基礎的知識

を有しているか確認することを目的と

して行なわれるものです。

■試 験 日　１０月２４日�

■試験会場　秋田経済法科大学

■申込受付

　７月２６日�～８月２５日�

問い合わせ・受験願書の申込先

　財団法人秋田県長寿社会振興財団

　電話０１８（８２９）３６６６

武塙結
ゆづき

月ちゃん
（井　内）

□プログラム内容
（バスツアー・井川町役場前発　９時35分発）
①現地視察
「馬場目川が育む地域用水」五城目町高崎

説明：秋田地域振興局農村整備課
「EM菌による生ゴミ減量・たい肥化の実践」

講師：井川町生活研究グループ協議会
会長　藤田多鶴子さん

②講話・意見交換　13時 10分～ 17時 30分
会場：秋田県立大学

石井智
ともや

也ちゃん
（八　幡）

佐藤大
だいこう

晃ちゃん
（小　泉）

幡宮圭
けいと

人ちゃん
（大　倉）

～八郎湖の現状と課題～
in秋田県立大学

□日 時　７月１０日（土）
申込み・問い合わせは、秋田地域振興局
地域計画課 電話０１８（８６０）３３１３まで
昼食に「じまんこ亭」地産地消弁当〔700円〕

を希望する方は申し込み時にお伝えください
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テレフォンカードが当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) 第５回桜の森彫刻コンクールの大賞を受賞

した作品のタイトルは何ですか？

(2) 今月から開催される石彫シンポジウム。招

待された彫刻作家は何人ですか？

(3) 今年、町功労者表彰を受けた方は何人です

か？

◆応募の方法

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、

町内の方は世帯主名を記入してください。

◆あて先

〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場情報課　広報係まで

◆しめきり

７月20日 ( 火 ) 当日消印有効

クイズの正解者の中から抽選で5人の方にテレ

フォンカードをプレゼントします。前回の答

えは(1)湖東町、(2)238人、(3)期日前投票でし

た。当選者はいませんでした。

保健だより● 7月分

広報クイズ　No.155

７月の
　４　日�

　７　日�

10日�

10日�～ 12日�

11日�

17日�

22日�

24日�

27日�～ 29日�

小型ポンプ操法大会 ( 浜井川運動広場 )

老人クラブグラウンドゴルフ大会
( 国花苑 )

桜の森彫刻コンクール授賞式
( 町農村環境改善センター )

県中学校総合体育大会

参議院議員選挙投票日

こどもセンター夕涼会 18：30～

小・中学校１学期終業式

いかわを拓く町民のつどい
( 町農村環境改善センター )

三町合同キャンプ（大森町・保呂羽山）

ぼくたち むしば なかったよ

与良大
たいし

志ちゃん
(小今戸 )

１歳６ヶ月児・２歳児

健診でむし歯のなかった

子どもたちです。
牧野優

ゆうと

斗ちゃん
（さくら）

伊藤明
あ す か

日香ちゃん
（今　戸）

伊藤光
こうせい

晟ちゃん
（小今戸）

石井采
つかさ

祥ちゃん
（街　道）

大高唯
いちか

愛ちゃん
（田　中）

藤田栞
かんな

那ちゃん
（田　中）

藤田羽
は な

奈ちゃん
（羽　立）

伊藤茉
ま な

称ちゃん
（さくら）
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162

Giving  Directions
道案内

David: Can you tell me how to get to the train station?
（駅への行き方を教えてくれませんか）

Leanne: Sure. From here, go straight along Main St.for 
three blocks and you will come to a set of traffic lights.
（いいですよ。ここから大通り沿いに三区画進むと、信号のと
ころに着きます。その信号で左に曲がってください。）

David: Okay, turn left at the lights.
（わかりました。信号を左ですね）

Leanne: Then, go straight for another block, you will come 
to a corner and you will see an Akita Bank on your 
right, just after Mr.Donut. At the bank,turn right.
（次にもう一区画進むと、角のところの右手に秋田銀行が見えるでしょ

う。ミスタードーナッツの後ろです。銀行を右に曲がってください。）

David: What bank was it?
（何銀行ですって？）

Leanne: At Akita bank, turn right.
（秋田銀行のところを右に曲がります）

David: Okay.
（わかりました）

Leanne: Walk for three more blocks and you will come to 
the end the street.The train station is on your left, at 
the end of the street.
（もう三区画進むと行き止まりになります。駅はその左側にあります）

David: How long will it take to walk to the train station?
（駅まで歩いてどのくらいでしょうか）

Leanne: About 20 minutes.
（約20分ですね）

David: Okay, thank you.
（わかりました。ありがとう）

このコーナーは、毎週水曜日、有線放送の定時放送
で放送されます。ひとくち英会話のテキストとして
ご利用ください。

五城目高校　野球部

渡部 洋則さん（３年・小泉）

小
学
四
年
か
ら
始
め
た
野
球
も
、
今
や

甲
子
園
大
会
県
予
選
大
会
を
ま
じ
か
に
控

え
る
渡
部
洋
則
さ
ん
。
中
学
の
頃
の
サ
ー

ド
と
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
、

高
校
入
学
後
、
そ
の
堅
実
な
守
備
力
を
買

わ
れ
、
シ
ョ
ー
ト
の
守
備
に
つ
き
ま
す
。

守
備
を
重
視
し
た
五
高
野
球
の
要
で
す
。

部
員
数
二
十
人
の
五
城
目
高
校
野
球
部
。

部
員
数
は
決
し
て
多
く
は
な
い
な
が
ら
も
、

ま
と
ま
り
の
あ
る
チ
ー
ム
。
「
例
え
、
誰
か

が
ミ
ス
を
し
て
も
そ
れ
を
仲
間
が
カ
バ
ー
し

合
う
よ
う
な
チ
ー
ム
に
な
れ
ば
い
い
。
自
分

が
エ
ラ
ー
を
し
た
時
こ
そ
、
顔
を
下
げ
ず
に

気
持
を
切
り
替
え
て
次
の
プ
レ
イ
に
集
中
で

き
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。
放
課
後
、
日
が
落
ち
る
ま
で
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
練
習
に
加
え
、
そ
の
後
は
自
主
ト
レ
に

励
み
、
今
は
野
球
一
色
の
生
活
と
の
こ
と
。

「
目
標
は
『
甲
子
園
』
に
出
場
す
る
こ
と

で
す
け
ど
、
そ
の
前
に
あ
る
県
予
選
大
会
の

一
戦
一
戦
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。
一
球

一
球
の
プ
レ
イ
に
悔
い
の
無
い
よ
う
、
今
で

き
る
こ
と
を
や
っ
て
お
き
た
い
」
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
駆
け
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

遠藤　仙さん（今戸）

大工になって、みんな
が喜ぶ家を作りたいで
す

川村友斗さん（小泉）

ゲームデザイナーに
なって、ゲームをつく
りたいです

工藤啓太さん（田中）

プロ野球選手になって、
ホームランを打ちたい
です

伊藤瑞穂さん（街道）

バスケットのコーチに
なって全国大会に行き
たいです

伊藤璃菜さん（今戸）

動物が好きなので、ペッ
ト屋になりたいです
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井川短歌会詠草

みんなのひろば

年
金
の
杖
が
だ
ん
だ
ん
細
く
な
り
政
と
官
と
が
う
ま
い
汁
吸
う 

 

鈴
木　

鉱
造

遊
び
に
も
飽
き
た
る
幼
は
背
に
も
た
れ
吾
を
揺
す
っ
て
喜
び
お
り
ぬ 

 

小
林　

タ
ミ

つ
ゆ
入
り
し
庭
の
花
々
次
つ
ぎ
と
咲
き
て
あ
ざ
や
か
に
風
に
揺
れ
お
り 

工
藤　

美
穂

生
命
の
尊
さ
い
ま
だ
知
ら
ぬ
少
こ

女
等
加
害
と
被
害
は
共
に
惨
め
に 

渡
部　

光
造

朴
の
木
の
葉
に
包
み
た
る
赤
飯
の
祖
母
が
作
り
し
香
り
懐
か
し 

遠
藤
恵
美
子

陽
の
い
ま
だ
昇
ら
ぬ
畑
を
見
ま
わ
り
て
満
ち
足
り
す
ご
す
今
日
を
予
感
す 

斎
藤　

眞
人

熱
湯
を
注
げ
ば
わ
ら
び
た
ち
ま
ち
に
緑
よ
り
濃
き
藍
に
染
ま
れ
リ 

伊
藤　

陽
子

五
月
雨
の
日
が
な
一
日
降
り
止
ま
ず
夕
べ
郭
公
は
家
近
く
鳴
く 

小
林　

喜
作

夕
映
え
の
畑
終
え
た
る
鍬
の
柄
に
蝶
は
止
ま
り
て
羽
た
た
み
お
り 

児
玉
千
代
子

水
を
引
く
稲
田
に
ぎ
わ
し
蝌か

と

あ
蚪
生
れ
て
心
は
和
み
暫
し
佇
む 

伊
藤
ミ
ヤ
子

一
寸
に
足
ら
ぬ
草
に
も
春
な
れ
ば
粉
粒
ほ
ど
の
白
き
花
咲
く 

す
ず
き 

い
さ
む

藤
田　

望の

の乃
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

 

父
・ 

徹 

さ
ん

　

街
道
町
内

 
母
・ 

幸
子 

さ
ん

午
後
二
時
頃
、
家
族
の
人
に
送
ら
れ

て
元
気
な
声
で
園
児
が
入
っ
て
く
る
。

「
お
か
え
り
」
私
が
言
う
間
も
な
く
「
今

日
ね
ー
、
セ
ン
タ
ー
で
ね
ー
…
…
」
と

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
の
こ
と
を
楽
し
そ

う
に
話
し
て
く
れ
る
。
聞
い
て
い
る
私

ま
で
楽
し
く
な
る
。

そ
の
あ
と
に
は
小
学
生
が
集
ま
っ
て

く
る
。
年
の
差
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

一
緒
に
遊
べ
る
の
も
児
童
館
な
ら
で
は

の
こ
と
で
、
年
上
の
子
が
当
然
の
よ
う

に
年
下
の
子
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
。

時
に
は
遊
び
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
、
け

ん
か
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
子
ど
も

た
ち
な
り
に
仲
裁
に
入
っ
た
り
、
ル
ー

ル
を
決
め
た
り
と
解
決
し
よ
う
と
す
る

姿
に
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
、
う
れ
し
く

な
る
。

児
童
厚
生
員
と
し
て
仕
事
を
始
め
て

四
年
目
に
な
る
。
ま
だ
ま
だ
技
量
不
足

で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
は
本

当
に
感
謝
し
て
い
る
。
中
で
も
婦
人
会

の
方
々
は
、
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
・

収
穫
、
豆
腐
作
り
、
お
菓
子
作
り
等
の

先
生
と
し
て
指
導
く
だ
さ
り
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
何
で
も
で
き
る
ス
ー
パ
ー

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
と
大
人
気
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
経
験
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
っ
て
よ
り
豊
か
で

明
る
い
心
が
育
め
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
み
な
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
遊
び
・
学

び
・
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

「ただいまー」

石　井　郁　子（葹 田）
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役
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情
報
課　
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８
―
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５
９
６　
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県
南
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田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１　

0
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
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１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱

・人　口　男　2,869人（－11）�
　　　　　女　3,187人（－　６　）�
　　　　　計　6,056人（－17）�
・世帯数　　　1,762戸（＋19）�
　(　）内は前年同月との比較�

人口などの動き�
　（６月１日現在）�

だ　よ　り�
（5／21～6／20)

慶　弔�

�

■環境改善センター………�

■歴史民俗資料館……………�

■町民体育館………………�

■町民武道館………………�

■町営野球場………………�

■スポーツ交流館……………�

■定住促進センター……�

■日本国花苑施設…………�

■老人福祉センター……�

■ごみ処理量…………………�

■し尿処理量………………�

�

2,150人（2,854人)�

18人（ 35人)�

1,461人（3,140人)�

886人（1,509人)�

779人（1,287人)�

158人（ 338人)�

1,950人（4,201人)�

2,570人（4,511人)�

1,523人（3,264人)�

88ｔ（ 178ｔ)�

76s（ 178s)

施設の利用状況（５月）�
(　)内は累計�

■お誕生おめでとう�

松田　陽奈（智寛、亜樹・二女）新屋敷�

■ご結婚おめでとう（転入）�

　武田　　勉　今　戸�
　渡部　明子　八郎潟町　さくら（さくら)�

　升屋　　満　大　麦�
　児玉幸希子　天王町　大　麦（大　麦)�

■お悔やみ申し上げます。�

湊　　　文　雄（74歳･本　人）坂　本�

鎌　田　慶　勝（62歳･本　人）今　戸�

遠　藤　勇　吉（74歳･俊　彦）今　戸�

門　間　ミチヱ（89歳･禮美雄）海老沢�

佐　藤　敬次郎（62歳･本　人）小竹花�

渡　部　フ　キ（60歳･　駿　）宇治木�

　ヒ　ナ�

■地域福祉基金へ�

・今戸町内の遠藤紀子さんより、亡父

秀夫さんの香典返しとして３万円。�

・羽立町内の八柳友美さんより、亡妻

桃子さんの香典返しとして５万円。�

・今戸町内の鎌田　修さんより、亡父�

　慶勝さんの香典返しとして３万円。�

・坂本町内の湊　勉さんより、亡父�

　文雄さんの香典返しとして３万円。�

“ありがとうございました”�

善　意�

　（新本籍）　（新住所）�

昭
和
の
初
期
ま
で
は
、上
村
、中
下
村
、

街
道
の
一
部
を
加
え
て
北
川
部
落
名
で
維

持
さ
れ
た
と
当
時
の
記
録
に
残
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
細
分
化
さ
れ
て
上
村
町
内
と

い
う
立
派
な
町
内
名
で
す
。
上
村
町
内
は

昔
か
ら
の
県
道
沿
い
、細
長
い
小
集
落
で
、

過
去
は
四
十
戸
の
町
内
で
し
た
が
過
疎
化

の
影
響
等
を
受
け
、
現
在
は
三
十
四
戸
の

町
内
で
す
。
昔
の
こ
と
わ
ざ
の
ご
と
く
、

小
さ
い
（
ナ
バ
）
は
辛
い
と
申
し
た
と
お

り
、
何
行
事
を
実
施
し
て
も
参
加
者
も
多

く
、『
一
致
団
結
し
て
行
事
に
協
力
』
が

上
村
の
自
慢
で
す
。

か
つ
て
は
町
民
体
育
大
会
に
お
い
て
、

こ
の
小
町
内
で
も
総
合
で
準
優
勝
の
記
録

も
残
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
に
は

町
内
の
念
願
で
あ
っ
た
公
民
館
も
立
派
に

竣
工
し
、
こ
れ
も
偏
に
町
内
の
協
力
の
賜

物
と
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
す
。

町
内
の
目
玉
事
業
で
あ
る
町
内
会
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
は
町
内
の
老
若
男
女

一
堂
に
会
し
て
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
。
町
内
の
七
割
近
い
参
加
者
で
和
や
か

な
交
流
の
も
と
に
楽
し
く
過
ご
し
、
終
了

後
は
参
加
者
一
同
の
親
睦
懇
親
会
で
一
献

を
交
わ
し
な
が
ら
の
成
績
発
表
、
ま
た
ゲ

ー
ム
・
抽
選
引
き
賞
な
ど
で
の
一
喜
一
憂

が
町
内
の
団
結
の
元
と
感
じ
ま
す
。

現
在
の
上
村
町
内
は
土
地
柄
か
ら
戸
数

の
増
加
は
見
込
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
平
成
十
年
に
は
町
内
の
一
角
に
ス
ー

パ
ー
セ
ン
タ
ー
ア
マ
ノ
の
出
店
、
過
疎
化

の
町
内
も
こ
の
お
か
げ
で
、
買
い
物
客
の

往
来
で
に
ぎ
や
か
な
感
じ
で
す
。
大
型
ス

ー
パ
ー
に
近
く
、
町
の
中
で
も
一
番
利
便

の
高
い
町
内
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
た
上
村
町

内
の
益
々
の
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
上
村
町
内
会
長　

伊
藤
修
蔵
さ
ん
）

六
月
三
日
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
五

城
目
警
察
署
員
の
指
導
に
よ
る
防
犯
教
室

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
が
園
児
役
、

警
察
署
員
が
演
じ
る
不
審
者
に
声
を
か
け

ら
れ
、
怖
い
思
い
を
す
る
と
い
う
劇
に
子

ど
も
た
ち
も
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。「
あ
や
し
い
人
に
声
を
か

け
ら
れ
て
も
、
絶
対
に
つ
い
て
い
か
な

い
こ
と
」「
怖
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
大

声
を
だ
し
て
近
く
の
人
に
知
ら
せ
ま
し
ょ

う
」
と
の
か
け
声
に
子
ど
も
た
ち
も
大
き

な
声
で
復
唱
。
こ
の
歳
の
子
ど
も
た
ち
に

さ
え
防
犯
教
室
が
必
要
な
の
か
？
と
心
の

ど
こ
か
で
複
雑
な
思
い
。

広
報
担
当
と
し
て
、
折
に
触
れ
、
取
材

や
写
真
撮
影
な
ど
で
、
町
内
へ
繰
り
出
す

こ
と
が
多
い
。
街
中
や
公
園
な
ど
で
子
ど

も
た
ち
が
遊
ぶ
姿
の
中
に
「
広
報
に
載
せ

た
い
な
」
と
思
う
笑
顔
を
見
つ
け
る
こ
と

が
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ざ

カ
メ
ラ
を
手
に
車
を
降
り
る
と
、
周
囲
か

ら
身
構
え
る
視
線
を
感
じ
る
こ
と
も
…
。

早
く
顔
を
覚
え
て
も
ら
わ
な
い
と
！
と

思
っ
た
防
犯
教
室
の
感
想
で
し
た
。 

け


